
 

 

カウンセリングマインドとはなんなのでしょうか  

  

私にとって、秋はカウンセリング研修の季節です。  

先日もある組織の職員研修を七日間かけてやらせていただきました。  

北海道から九州まで、その組織の様々な部署で働く人たちが４，5 人のグル

ープになって『カウンセリングマインド』を学びます。  

 

 私は講師として、朝から夕方まで、休憩を入れながら、三回から四回、毎

回新しいメンバーのグループに出会います。参加者それぞれの悩みや葛藤に

触れながら、同時に参加者全員に『カウンセラーとしての視点』を体験して

もらうことになります。  

 その研修の開催はもう二十年以上、私にとっても十年以上の研修会です

が、コロナ禍によって形がすっかり様変わりしました。  

以前はホテルなどの広い部屋を借り、泊まりも含めて出張し集まっていた研

修会も、昨年からは、各職場の PC から、オンライン上の”部屋“に集合し

て行うようになりました。これまで、距離や時間の問題で参加しづらかった

人たちが、むしろ集まりやすくはなりました。  

 

 それぞれの業界や業種の特性にもよりますが、コロナ禍は私たちの仕事に

大きく二つの在り方を浮き彫りにしました。  

『あきらめる勇気』か『あきらめない覚悟』ということを思います。  

 リスクを考慮すれば見合わせたほうが良いこともあります。世の中にはた

くさん不要不急として扱われる仕事が存在していたことを知りました。  

そして、コロナ禍にあり、危ぶまれる仕事の中には、創意工夫、新しい発

想、技術、たくさんの準備に手間暇かけて実施できることもあります。  

 今回の職員のカウンセリング研修は、過去の実績から実施を望まれる声も

あり、また、オンライン技術などの進歩もあり、そして様々な人たちが力を

合わせることで実現したわけですが、私はその実施までのプロセス自体に

『カウンセリングマインド』を感じています。  

 

さて、『カウンセリングマインド』とはなにか？  

わかりやすく言えば、【相手の身になる】ということです。多くの人が、す

ぐにわかった気になれるのですが、実はとてもわかりづらいのです。  

（プロのカウンセラーでも意外とわかっていない人がいることにも驚きま

す）  

 『身になる』ということを、「相手の立場になって考える」という解釈を

される人もあります。間違いではありません。  

でも、その『場』に『立つ』のが、相手の『身』ではなく、自分の『身』に

すり替わってしまっていることが多々あります。  

 『身』には感覚も、感情も、体験も、癖も、記憶も、思考パターン

 



 

 

も・・・たくさんの個性が詰まっています。  

あなたが使ってきた『身』と、私が持っている『身』では、好き嫌いも、喜

怒哀楽も、『身』のこなし方もかなりと違っています。  

 

 オンライン研修ひとつやるのにも、参加者各自の PC スキルや、スペッ

ク、接続環境も違いますし、カウンセリング研修の特性上、ある程度の個人

情報が語られる可能性もあるため、参加場所や、周囲の状況など、かなりの

注意を払いながら、集まってくる参加者の『身』を意識しながら、細やかに

配慮をすることで実施できています。  

 

 『カウンセリングマインド』という言葉は、日本にカウンセリングが入っ

てきて作られた和製英語ですが、もう半世紀以上も使われています。それで

もまだまだ使いこなせている人は少ないように思います。これを『身』につ

けていただくためには、私の経験上、実際、みなさんに体験をしていただく

ことが有効だと実感しています。  

 

 先日の研修も、この『体験』のために全国から集まっていただいたのです

が、予期せぬコロナ禍でオンライン化したことは、その生身の『体験』を薄

めてしまうのではないかという声もありました。しかし、実施してみると、

逆に思わぬ手ごたえを体験することになりました。  

 私はオンライン飲み会というものが苦手です。これは数人で集まってわい

わいやる感じの飲み会を指します。居酒屋さんとかで何人かがそれぞれの話

題でめいめい盛り上がり、酔っぱらっていく感じは、目の前の画面では実現

が難しいのです。  

 

 逆に、一つの問題について数人が集中して討論していくようなカンファな

どには向いていると感じています。会議室だと、いつもぼんやりしていた人

も、オンラインの画面の中では集中しています。自分の顔が自身の視界に入

ってしまうこともありますが、いつ、話を振られるかわからない緊張感も集

中力を上げているようです。そのため、今回の研修会も同様ですが、オンラ

インで話し合いをするときは、自由挙手的発言を促しつつ、それがない場合

には、すぐに、私の方から話を振って、発言を求めるようにしています。  

 面白いことに、『生身』でお会いして、対面で対話をしていたときの研修

会よりも、オンライン上での対話の方が、発言回数が増えますし、参加者か

ら実感を得ることや、納得した、スッキリしたというコメントが聞けるので

す。  

 

 これは相手の『身』になるということの意味が、オンラインという仕組み

で深まるからではないかと私は考えています。  

一旦、自分の『身』を離れ、画面の中に入った私たちの『なにか』は、それ

ぞれが同様に四角い枠で区切られて並べられます。  



 

 

他人も自身も等しく情報として、自分の目には移ります。そして、今ここで

話している人が『私』であっても、『あなた』であっても、画面の中である

ことに変わりはありませんので、普段の日常より、少し、私という『我』が

薄れてゆくのかも知れません。  

 

 物理的に同じ部屋に集まっているときには、発言している人たちからここ

ろが離れてぼんやりしていた自分の顔が、オンライン上の画面の中では自分

自身の目の前にいることになります。相手を見ている『自分の視野』と、自

分が見られているという『相手の視野』とが同時に確認できている時点で、

視覚的には相手の『身』を体験することにもなります。そのような、非日常

的感覚を土台にして、相手の話に耳を傾け、また、他の参加者の質問や意見

から、また新たな視点や感覚を受け取り、自身が感じたことをグループのみ

んなに発信することで、自分の感覚がそれぞれの人の感覚に影響し、体験が

すすんでいくのです。もちろん、参加者全員にそれなりの体験をしていただ

くには、カウンセラーの側にそれ相応の知識や技術や経験がなければ難しい

のですが、今回の参加者のみなさんの反応をみて、ますます磨いていこうと

感じた研修の在り方でした。  

 

忙しい現代社会でも、コロナ禍の孤独感の中でも、多くの人から求められ

ているものが深い共有体験であるのだと改めて実感しています。  

自分の『身』に何が起こっているのか、相手の『身』は何を感じ、欲してい

るのか、それらを実感してゆくことが、時に人を安心させるようです。  
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